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保険薬局の構造規制の見直し等について（案） 

 

 

１．課題 

○ 現在、保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則（昭和 32年厚生省令第 16号）

において、医薬分業の下、保険医療機関と保険薬局は、「一体的な経営」だ

けでなく「一体的な構造」も禁止されており、公道等を介さずに専用通路等

により患者が行き来する形態であってはならないとされている。 

 

○ これについては、車いすを利用する患者や高齢者等に過度な不便を強いて

いるのではないかとの指摘があり、「規制改革実施計画」（平成 27 年６月閣

議決定）において、「医薬分業の本旨を推進する措置を講じる中で、患者の

薬局選択の自由を確保しつつ、患者の利便性に配慮する観点から、保険薬局

と保険医療機関の間で、患者が公道を介して行き来することを求め、また、

その結果フェンスが設置されるような現行の構造上の規制を改める。保険薬

局と保険医療機関の間の経営上の独立性を確保するための実効ある方策を

講じる。」とされた。（平成 27年度検討・結論、平成 28年度措置） 

 

 

２．対応の方向性 

○ 保険薬局の独立性と患者の利便性の向上の両立を図る観点から、現在の

「一体的な構造」の解釈を改め、公道等を介することを一律に求める運用を

改めることとしてはどうか。（「平成８年３月８日付保険発第 22号」の改正） 

 

○ ただし、その場合であっても、保険薬局の独立性の確保のため、保険医療

機関の建物内に保険薬局がある形態や、両者が専用通路等で接続されている

形態については、引き続き、認めないこととしてはどうか。 

 

○ また、公道等を介さずに行き来する形態であっても、 

 ・保険薬局の存在や出入口を公道等から容易に確認できないもの 

 ・保険医療機関の休診日に、公道等から保険薬局に行き来できなくなるもの 

 ・実際には、当該医療機関を受診した患者の来局しか想定できないもの 

 等は認めないこととしてはどうか。 

  ※現地の実態を踏まえ、地方社会保険医療協議会において検討し、地方厚生局で判断。 

 

○ 保険薬局の経営上の独立性を確保するため、保険薬局の指定の更新時に、

不動産の賃貸借関連書類や経営に関する書類など、「一体的な経営」に当た

らないことを証明する書類の提出を求めることとしてはどうか。 

 

○ なお、これらの見直しについては、円滑な施行のため、一定の周知期間を

設けることとしてはどうか。 
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